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＜発行元・問い合わせ＞        

真 宗真 宗真 宗真 宗

しんしゅう

大谷派大谷派大谷派大谷派

おおたには

    楠林山楠林山楠林山楠林山

なんりんざん

    浄浄浄浄

じょう

    泉泉泉泉

せん

    寺寺寺寺

じ

 

〒656-0026 洲本市栄町４－３－４３  電話 0799-22-4798 
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ご法事（年忌

ね ん き

法要）は、亡き人をご縁に、仏さ

まの教えを今生きる私たちが聞かせていただ

く大切な機会です。浄泉寺本堂でご法事を勤め

ることもできます。 

詳しくは、浄泉寺までお問い合わせください。 

 

一周忌一周忌一周忌一周忌    平成 29 年(2017 年)亡 

三回忌三回忌三回忌三回忌    平成 28 年(2016 年)亡 

七回忌七回忌七回忌七回忌    平成 24 年(2012 年)亡 

十三回忌十三回忌十三回忌十三回忌    平成 18 年(2006 年)亡 

十七回忌十七回忌十七回忌十七回忌    平成 14 年(2002 年)亡 

二十五二十五二十五二十五回忌回忌回忌回忌    平成 6 年(1994 年)亡 

三十三回忌三十三回忌三十三回忌三十三回忌    昭和 61 年(1986 年)亡 

五十回忌五十回忌五十回忌五十回忌    昭和 44 年(1969 年)亡 

 

おおおお内仏内仏内仏内仏

な い ぶ つ

（（（（仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る仏壇）に座る    ⑪⑪⑪⑪        ～～～～    お墓参りお墓参りお墓参りお墓参り    ～～～～    

「されば朝

あした

には紅顔

こ う が ん

ありて夕

ゆ う

べには白骨

は っ こ つ

となれる身なり」という言葉が、蓮如

れ ん に ょ

上人

しょうにん

の書かれたお

手紙である『御文

お ふ み

』にあります。この『白骨

は っ こ つ

の御

お

文

ふ み

』は、お葬儀の後、火葬場からお骨をお迎えす

る時のお勤

つ と

めで拝読

は い ど く

することが多いのですが、現代の言葉にすれば“毎朝目覚めた時には、明日を

疑うことすらない人間ですが、ひとたび縁が催

もよお

せば、夕方には命終えて白い骨となってしまう、そ

んな儚

はかな

いこの身を背負っているのが、私の事実なのです”(意訳)というような意味になります。 

亡くなった方のお骨を納めたお墓に手を合わせる、それは、亡き人を偲

し の

びながら、誰もが 100％

絶対に命を終えていかなければならないという、この身の逃れようのない事実にあらためて思いを

はせ、不思議の中に生かされている「今」を確かめていくということに他なりません。 

お念仏

ね ん ぶ つ

の教えに出

で

遇

あ

った方のお墓には「南無

な む

阿弥陀仏

あ み だ ぶ つ

」という仏様のお名前（名号

みょうごう

本尊

ほ ん ぞ ん

）が彫

ほ

っ

てあります。「本尊

ほ ん ぞ ん

」とは“本当に尊いこと”ということです。良いも悪いもまるごと引き受けて

命を終えていかれた方＝「諸仏

し ょ ぶ つ

」から私たちは、「本当に大切なことに気づいて欲しい」と呼びか

け続けられているのでしょう。その声なき声に手を合わせ、静かに耳を傾けたいものです。 

ちなみに、お墓とは別にお骨をおさめられる場所として、浄泉寺には納骨堂

の う こ つ ど う

もあります。その他、

京都の本山

ほ ん ざ ん

（東

ひがし

本

ほ ん

願

が ん

寺

じ

）や大谷

お お た に

祖

そ

廟

びょう

に納めることもできますので、お気軽にご相談ください。 

                               (浄泉寺若院・釋

しゃく

亜世

あ せ い

)    


